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旧
年
中
の
本
会
に
対
す
る
ご
厚
情
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
実
施
す
る
諸
事

業
に
関
し
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
皆
様
の
記
憶
に
も
残
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
去
年
は
国
内
で
大
き

な
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
の
尊

い
生
命
が
犠
牲
と
な
り
、
未
だ
不
安
を

抱
き
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
営
ん
で
み

え
る
方
も
お
み
え
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
国
民
が
不
安
を
抱
く
社
会
情
勢

は
、
こ
こ
近
年
国
内
外
で
生
じ
て
お
り
、

経
済
的
危
機
か
ら
格
差
が
生
み
出
さ
れ
、

生
活
困
窮
者
の
増
加
は
更
な
る
情
勢
不

安
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
 

 　
本
会
は
、
そ
の
情
勢
に
即
し
た
対
策
 

と
し
て
貸
付
原
資
の
増
資
や
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
世
帯
へ

の
相
談
・
支
援
を
行
う
た
め
の
要
綱
の

制
定
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

拠
点
を
現
地
に
開
設
す
る
と
と
も
に
事

業
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
、
団
体
・

事
業
者
や
個
人
か
ら
の
多
額
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 　
こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
べ
く

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
行
政
を
始
め
福
祉
関
係
団
体
、
地

縁
組
織
と
の
連
携
を
密
に
し
「
安
心
・

安
全
」
を
基
に
し
た
「
地
域
福
祉
推
進
」

に
役
職
員
一
同
が
一
丸
と
な
り
努
め
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

お
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
か
ら
親

し
み
慕
わ
れ
る
よ
う
工
夫
と
協
力
を
重

ね
て
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
の

皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。
 

　
結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

新
年
の
挨

新
年
の
挨
拶
 

新
年
の
挨

新
年
の
挨
拶
 

新
年
の
挨
拶
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 
幸
多
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
 

 
 
 
　
　
　
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
 



２ 

一般会員・賛助会員 法人会員 

そ の 他 

　本年度も本会の会員募集を行いましたところ、次のようにご加入いただいております。 

　皆さまからいただきました会費は、在宅福祉サービスやボランティア活動の推進、地

域福祉の充実等に活用させていただき事業推進して参ります。 

　会員募集にご協力いただきました地区区長さんを始め各法人の皆さま、誠にありがと

うございました。 

　また、未加入の世帯・法人等の方々についても、今後ご加入くださいますようお願い

申し上げます。 

 １０，８００円 

２０５，５００円 

２５１，５００円 

１８７，５００円 

１０３，０００円 

１８８，５００円 

４２２，５００円 

１８４，０００円 

２１５，０００円 

４７１，５００円 

８８，０００円 

     １２８，５００円 

４５，０００円 

２，４９０，５００円 

  地 区 名 会 費 実 績 

秋　　　田 

豊　　　田 

大　屋　敷 

外　　　坪 

河　　　北 

余　　　野 

上　小　口 

中　小　口 

下　小　口 

垣　　　田 

さつきケ丘 

町外一般・ 
賛助会員等 

合　　　計 

 社　数 口　数 会 費 実 績 

８２社 １９２口 ５７６，０００円 

円 

平成23年度　大口町社会福祉協議会　会員加入実績 

会費総額　 3,077,3003,077,3003,077,300
社会福祉協議会会員にご加入ありがとうございました 社会福祉協議会会員にご加入ありがとうございました 社会福祉協議会会員にご加入ありがとうございました 

会員募集実績内訳（11月15日現在） 



社協だより（1月号） 3　 

    �福
愛
生
福
祉
会
　
御
桜
乃
里
 

ア
イ
テ
ッ
ク
㈱
 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
　
大
口
支
店
 

㈱
青
山
製
作
所
 

　
医
仁
会
　
さ
く
ら
総
合
病
院
 

㈱
い
ず
み
 

㈱
伊
大
建
設
 

�福
一
期
一
会
福
祉
会
 

㈱
一
宮
福
祉
サ
ポ
ー
ト
 

㈲
伊
藤
電
気
 

岩
田
工
機
㈱
 

㈱
イ
ナ
バ
印
刷
社
 

㈱
岩
間
織
機
製
作
所
 

㈱
梅
田
鉄
工
所
 

㈱
Ａ
Ｃ
Ｅ
シ
ョ
ッ
プ
い
と
う
 

㈲
大
森
新
聞
店
 

大
脇
金
属
㈱
 

オ
ー
ク
マ
㈱
 

オ
ー
ク
マ
労
働
組
合
 

㈱
大
美
軒
 

金
山
金
属
工
業
㈱
 

川
村
熱
錬
工
業
㈱
 

兼
房
㈱
 

㈱
木
村
屋
 

㈱
協
栄
製
作
所
 

熊
沢
建
設
㈱
 

倉
田
精
機
㈱
 

光
栄
木
材
工
業
㈱
 

佐
伯
総
合
建
設
㈱
　
尾
張
支
店
 

㈱
斎
木
工
業
所
 

㈱
佐
藤
ガ
ス
 

㈱
三
五
郎
園
 

㈱
サ
カ
イ
 

㈱
サ
ン
レ
ッ
ク
 

㈲
寿
々
木
工
作
所
 

鈴
与
ワ
ー
ク
ス
㈱
 

鈴
与
興
業
㈱
 

㈱
ス
タ
ー
精
機
 

タ
イ
ム
技
研
社
会
貢
献
委
員
会
 

㈲
宝
製
作
所
 

田
中
産
業
㈱
 

中
日
コ
プ
ロ
㈱
 

中
日
保
安
設
備
㈱
 

㈱
東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
市
場
（
倉
庫
）
 

㈱
東
海
理
化
 

東
海
理
化
労
働
組
合
 

東
久
㈱
 

東
伸
㈱
 

㈱
巴
製
作
所
 

ト
ヨ
タ
紡
織
㈱
　
大
口
工
場
 

㈲
ナ
ダ
カ
製
作
所
 

日
本
紙
工
㈱
 

㈱
日
章
 

㈱
日
特
製
作
所
 

㈱
波
多
野
工
務
店
 

�
尾
北
医
師
会
 

㈱
尾
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱
 

福
玉
米
粒
麦
㈱
 

福
玉
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
㈱
 

不
二
自
動
車
工
業
㈱
 

㈲
藤
原
商
店
 

㈱
前
田
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
 

㈲
ま
さ
と
電
気
 

㈲
松
岡
自
動
車
 

㈲
ま
る
さ
運
輸
 

丸
周
建
設
㈱
 

㈲
宮
地
モ
ー
タ
ー
ス
 

宮
田
機
械
店
㈱
 

㈱
村
瀬
組
 

㈱
村
金
 

�
名
鉄
学
園
名
鉄
自
動
車
専
門
学
校
 

名
北
三
菱
自
動
車
販
売
㈱
 

明
治
商
工
㈱
 

名
光
急
送
㈱
 

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
㈱
 

や
ま
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

松
岡
建
設
㈱
 

㈱
山
正
石
油
 

丸
栄
工
業
㈱
 

㈱
ゆ
た
か
堂
 

ユ
ニ
ー
㈱
ア
ピ
タ
大
口
店
 

※
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
 

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介
 

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介
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秋
田
区
、
豊
田
区
、
大
屋
敷
区
、
外
坪
区
、
 

河
北
区
、
余
野
区
、
上
小
口
区
、
中
小
口
区
、
 

下
小
口
区
、
垣
田
区
、
さ
つ
き
ケ
丘
区
、
 

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
㈱
、
 

�
名
鉄
自
動
車
専
門
学
校
、
リ
ン
ナ
イ
㈱
、

兼
房
㈱
、
オ
ー
ク
マ
㈱
、
東
久
㈱
、
 

㈱
東
海
理
化
、
名
成
電
機
㈱
、
 

不
二
自
動
車
工
業
㈱
、
㈱
青
山
製
作
所
、
 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
大
口
支
店
、
 

大
口
町
役
場
、
大
口
町
商
工
会
、
大
口
郵

便
局
、
大
口
南
郵
便
局
、
�
尾
北
医
師
会
、
 

尾
北
看
護
専
門
学
校
、
憩
い
の
四
季
 

（福）
一
期
一
会
福
祉
会
一
期
一
会
荘
、
 

（福）
愛
生
福
祉
会
　
御
桜
乃
里
、
 

ア
ピ
タ
大
口
店
、
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
、
 

バ
ロ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
口
店
、
 

バ
ロ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
口
店
、
 

喫
茶
ほ
ほ
え
み
、
ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
、
 

�
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
、
大
口
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
口
第
一
団
、
 

更
生
保
護
女
性
会
、
町
民
の
皆
さ
ま
 

（
敬
称
略
・
順
不
同
及
び
略
式
掲
載
）
 

大口町健康文化センター２階 

大口町共同募金委員会 

大口町伝右一丁目35番地 

〒480-0126　 

《街頭募金の部》 《地域の部》 《法人・職域募金の部》 

小 計 

内 訳 募 金 額 

ふれあいまつり 

町 内３店舗  

町民体育祭 32,879円
28,471円 
2,191円 
63,541円

内 訳 募 金 額 

小 計 

法　　　人 

職　　　域 

30,000円
437,810円 
467,810円

《その他》 

内 訳 募 金 額 

団体からの募金 10,000円

地 区 募 金 額 

小 計 

221,760円
258,500円 
190,850円 
104,500円 
206,000円 
414,060円 
195,000円 
215,100円 
544,500円 
75,317円 
124,300円 
2,549,887円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
 

【運動期間：10月１日～12月31日】（歳末たすけあい募金含む） 

（平成23年11月30日現在） 

円 募金総額　 3,091,238

平成23年度 赤い羽根共同募金実績報告 

23年度赤い羽根共同募金キャッチフレーズ 

～じぶんの町を良くするしくみ～ 

秋 田  

豊 田  

大 屋 敷  

外 坪  

河 北  

余 野  

上 小 口  

中 小 口  

下 小 口  

垣 田  

さつきケ丘 
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�
ア
ピ
タ
大
口
店
で
の
掲
示
風
景
 

　
愛
知
県
共
同
募
金
会
が
主
催
す
る
、
「
第
63
回
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
今
年
も
町
内
小
中
学
校
か
ら
多
数

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
道
４
５
３
点
、
ポ
ス
タ
ー
２
３
１
点
の
中
か
ら
左
記
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。 

　
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ま
、
並
び
に
町
内
小
中
学
校
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》
 

佳
作
　
稲
波
　
琴
音
（
西
小
４
年
） 

佳
作
　
平
松
　
優
里
（
北
小
６
年
） 

佳
作
　
井
戸
　
康
太
（
大
中
３
年
） 

《
書
道
の
部
》
　
 

佳
作
　
川
瀬
　
実
奈
（
西
小
４
年
） 

佳
作
　
村
田
　
百
葉
（
大
中
２
年
） 

佳
作
　
森
田
　
千
尋
（
大
中
２
年
） 

     

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
た
た
か
い
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
順
不
同 

　
（
８
月
４
日
〜
12
月
１
日
お
取
扱
い
分
） 

 

　
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
大
口
ふ
れ
愛
　
様 

　
　
３
８
，
０
０
０
円 

　
丹
羽
高
等
学
校
生
徒
会
　
様 

　
　
　
　
２
４
，
４
７
２
円 

　
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
様 

　
　
　
　
１
５
，
０
０
０
円 

　
前
田
　
定
仁
　
様
　
　
　

５
，
０
０
０
円 

　
匿
名
希
望
　
様
　
３
件
　
　
９
，
０
０
０
円 

 

【
指
定
寄
付
】 

※
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業 

　
矢
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
　
様 

　
　
　
　
２
０
，
０
０
０
円 

　
下
小
口
盆
お
ど
り
実
行
委
員
会
　
様 

　
　
　
　
３
９
，
１
３
０
円 

　
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様 

　
　
　
５
０
０
，
０
０
０
円 

　
匿
名
希
望
　
様
　
　
　  

１
０
，
０
０
０
円 

 

【
寄
贈
】 

　
沢
田
　
弘
子
　
様
　
　
　 

　
折
り
鶴
（
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
）
66
羽 

村田 百葉 

（大中２年） 

川瀬 実奈 

（西小４年） 

井戸 康太 

 （大中３年） 

平松 優里 

（北小６年） 

稲波 琴音 

（西小４年） 

第
63
回
　
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

回
　
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

第
63
回
　
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

森田 千尋 

（大中２年） 

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り 

善
意
だ
よ
り 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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　11月５日（土）６日（日）にふれあいまつりがおこな

われ、５日の「福祉わくわくランド」では今年もたくさ

んのボランティアさんの活躍がみられました。ボランテ

ィアや、体験に参加した方たちにお話を聞きました。 

　ふくし体験コーナーでボランティアをしていた大口

中学校２年生の女子生徒は「昨年やって楽しかったか

ら、今年も参加しました。来る人とふれあえるのが楽

しいです。」と。また、今年初参加の１年生の女子生

徒は「兄が楽しいと言っていたので参加してみました。

小さい子とたくさん接することができて楽しいです。」

と、小さな子に視線を送りながら話してくれました。 

　高齢者疑似体験をした小学校２年生の男の子は「歩

くのに足が重くて、周りも見づらくて普通に歩くの

が大変だった。」小学校３年生の女の子は「手も足

も思うように動かないし、目も見えにくい。もし何

かあっても走って逃げられない気がする。おばあち

ゃんたちは大変なんだ。」と、疑似体験から、高齢

者の方の気持ちを感じとっているようでした。 

　手話コーナーの絵カード取りでは、絵の説明を

するのに言葉を使わずにジェスチャーでおこない、

参加者がそれを当てる、というゲーム方式で、楽

しみながら、言葉を使わない雰囲気を体験。参加

した小学校６年生の女の子は「ごはんとカレーの

違いがわからず、ちょっと難しいのもあったけど、

楽しかったです。」「自分が話せなくなったとき、

あんなに上手に人に伝えることができるのかなと

思ったら、すごいなと思いました。」と、体験後

の感想。 
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　子どもの頃のお正月といえば、お年玉を楽しみにしていたものですが、今はお年

玉をあげる立場、甥っ子姪っ子の成長と共に年々金額も高額になり結構な出費、子

どもの方といえば貰う前から皮算用、お年玉って何歳頃までのものなんでしょうか

ねぇ。父親のお小遣いより多いバイト代をもらっている大学生が、まだお年玉をあ

てにしているとは・・・ 

●遠野まごころネットの紹介 
　岩手県沿岸部の被災者の方々を支援するべく、

遠野市民を中心として結成されたボランティア

集団です。岩手県庁や各市町村、全国の企業や

NPO.NGOと連携し、被災地の復興に向けた活

動を行っています。３月末の設立以来、これま

で遠野まごころネットで活動した人数は、のべ

４万人を超え、大口町社協も延べ３５０名のボ

ランティアを派遣し、遠野まごころネットの構

成団体となっています。詳しくは公式サイトを

ご覧ください。 

http://tonomagokoro.net/

体験談・男性75歳（3か月間滞在） 
 

　居てもたってもいられず、大型のワゴン

車を運転して現地入りしました。被災地では、

車での移送ボランティアをしました。 

　元気を頂きました。それと、ボランティ

ア仲間とふれあい、外国の人たちとも友達

になることができました。高齢で身体が不

自由でもできることはあると思いました。 

体験談・女性　2週間滞在  

　仮設住宅へ移るお手伝いや、精神的・

身体的にケアが必要な方々へのサポー

トを行った。ボランティア経験がなか

ったので、不安だったが、身近な人に

は言いにくいことも、逆にボランティ

アには話せることもある。話を聞くだ

けでも助けになるんだと思った。素人

でもできることはたくさんあるので、

ぜひ活動してください。 

　１１月５日(土)ふれあいまつり２０１１の一

角で、遠野まごころネット・愛知「ボランテ

ィア体験報告会」が開かれました。 

　遠野まごころネットを通じて被災地でのボ

ランティア活動をされた方々の体験談を聞い

てきました。 

編 集 後 記  

行ってきました！遠野まごころネット！

災害ボランティア・愛知報告会

行ってきました！遠野まごころネット！

災害ボランティア・愛知報告会

行ってきました！遠野まごころネット！

災害ボランティア・愛知報告会

行ってきました！遠野まごころネット！

災害ボランティア・愛知報告会
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　スポーツ少年団は、1962年に創設され、現在、全

国に約3万６千団体、約86万人の団員がいます。『ス

ポーツを通じて青少年のからだとこころを育てる』こ

とを目的としています。大口町には５つの団体があり

、活発に活動しています。 
場　所　主に大口北小学校 
日　時　毎週土・日曜日・祝日 
対　象　小学校１年生～６年生 
参加費　3,000円／１か月　 
活動内容 
　健康な身体づくり、子ども間の交友を図る。

マナー、モラルの向上や苦境、プレッシャーに耐

える精神力づくり。野球に興味のある子、一緒

に楽しく活動しましょう。 

場　所　大口南小学校グランド 
日　時　毎週土曜日　13：00～17：00 
　　　　毎週日曜日　  8：00～17：00 

　　　　祝日　　　 　 8：00～12：00 

対　象　小学１年生～６年生 
参加費　2,000円／１か月 
活動内容 
　白地に赤のユニフォームで、白球を追うこど

もたち。野球を通して、あいさつや礼儀など社

会生活を学びます。レクリエーションもあり。楽し

みながら野球をしましょう。 

～バレーボール・バトミントン～ 
場　所　大口北小学校（旧大口北部中学校） 
日　時　　毎週水曜日　19：00～21：00 
　　　　　毎週土曜日　13：00～17：00 

　　　　　毎週日曜日　  9：00～12：00 

対　象　　小学校２年生～６年生 
参加費　　1,500円／１か月 
　　　 他バレーボール協会登録料 

活動内容　 
　大口町３校の小学校が集まり活動していま

す。学校、学年を問わず沢山のお友達が出来

ますよ！ 

場　所　大口西小学校 
日　時　毎週土・日曜日　8：30～16：00 
対　象　小学校１年生～６年生 
参加費　５年生以下 1,500円／１か月 
　　　　６年生　　 2,000円／１か月 

活動内容 
　親子で楽しく野球をしています。時には厳し

く、時にはのびのび、基本と礼儀が学べます。 

　めざせ ＷＢＣ!　 

場　所　上小口グランド（他大口町施設） 
日　時　　毎週土・日曜日 
対　象　　小学校１年生～６年生 
参加費　　2,200円／１か月 
活動内容　 
　「負けたくない気持ち」＝「闘争心」＝「もっと

うまくなりたい」→「練習したいという向上心」

というような図式が出来る指導を心がけてい

ます。ただ位置づけはクラブチームではないた

め、「楽しむ」という要素を沢山取り入れた活動

です。 

　随時団員募集中です！ 

問い合わせ先 

大口町大口町スポーツ少年団事務局少年団事務局 

1９５－３１５５（大口町生涯学習課）大口町生涯学習課） 

【編集】特定非営利活動法人「まみーぽけっと」　　 
【ＨＰ】 
http://www.geocities.jp/mammypocket/ 
newpage1.htm

大口
子育て情報

大口タイガース《野球》

大口リバース《野球》

大口オールキングス《野球》

大口チェリーズ

大口フットボールクラブ《サッカー》
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福祉教室での盲導犬教室 

敬老会で園児による肩たたき！！ 

大会でのひとコマ（パン食い競争） 

   　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
小
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
「
福

祉
実
践
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

思
い
や
り
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た

め
平
成
３
年
度
大
口
西
小
学
校
を
は
じ
め
に

現
在
ま
で
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
今
年
度
も
「
知
的
障
が
い
」
に
つ
い
て
の

教
室
を
障
が
い
の
子
を
持
つ
親
た
ち
で
設
立

さ
れ
た
「
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
お
お
ぐ
ち
」
の
協
力
に
よ
り
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
受
講
し
た
生
徒
か
ら
は

「
知
的
障
が
い
」
に
つ
い
て
学
べ
、
体
験
が

で
き
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
他
の
教
室
も
当
事
者
の
方
々
の
話

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
「
福
祉
」
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
 

　
＊
福
祉
実
践
教
室
は
共
同
募
金
配
分
金
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

 大
口
南
小
学
校
　
３
、
４
、
５
、
６
年

大
口
南
小
学
校
　
３
、
４
、
５
、
６
年
 

　
・
手
話
教
室
　
・
点
字
教
室
 

　
・
車
い
す
教
室
・
盲
導
犬
教
室
　
　
　
 

 大
口
北
小
学
校
　
３
年

大
口
北
小
学
校
　
３
年
 

　
・
手
話
教
室
　
・
車
い
す
教
室
 

　
・
高
齢
者
擬
似
体
験
教
室
 

　
・
盲
導
犬
教
室
（
２
月
予
定
）
 

 大
口
西
小
学
校
　
６
年

大
口
西
小
学
校
　
６
年
 

　
・
手
話
教
室
　
・
点
字
教
室
 

　
・
車
い
す
教
室
・
盲
導
犬
教
室
 

　
・
高
齢
者
擬
似
体
験
教
室
 

　
・
視
覚
障
が
い
者
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
教
室
 

 大
口
中
学
校
　
全
学
年

大
口
中
学
校
　
全
学
年
 

　
・
知
的
障
が
い
教
室
 

 ※
ご
協
力
い
た
だ
い
た
講
師
の
み
な
さ
ま
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
、
 

　
　
福
祉
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
９
月
16
日
に
町
内
高
齢
者
施
設
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
大
口
町
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
、
お
祝
い
の
言
葉
と
お
祝
い
品

が
贈
ら
れ
、
受
け
取
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
、

満
面
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

                    

　 　
９
月
17
日
（
土
）
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
、
今
年
も
各
団
体
の
ご
協
力
に

よ
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
当
事
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
来

賓
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
民

生
児
童
委
員
の
方
々
な
ど
大
会
関
係
者
合
せ

て
約
３
０
０
名
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

丹
羽
高
等
学
校
吹
奏
楽
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
参
加
者
全
員

に
よ
る
総
お
ど
り
は
、
毎
年
好
評
で
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
と
も
に
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
が
進
行
役
を

努
め
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

▼
町
内
小
中
学
校
で
 

　
　
福
祉
実
践
教
室
開
講
 

▼
敬
老
事
業
 

▼
第
27
回
大
口
町
障
が
い
者 

　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催 
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傾聴ボランティア養成講座の様子 

シェフ（右）から教わる参加者（左） 

ボランティア活動に参加者された方々 震災から６か月後の被災地の様子 

    

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
方
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ

た
い
方
等
、
傾
聴
の
基
本
技
術
を
習
得
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
10
月
17
日（
月
）と
10
月
24
日（
月
）

の
２
回
に
わ
た
っ
て
開
講
し
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
町
内
福
祉
施
設
に
協
力
を
し
て
い
た

だ
き
施
設
実
習
も
行
い
ま
し
た
。 

　
閉
講
後
、
受
講
生
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ダ
ン
ボ
」が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。今
後
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
。 

    

　
今
年
２
回
目
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
９
月
25
日
（
日
）
か

ら
28
日
（
水
）
ま
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
20
代
か
ら
70
代
ま

で
幅
広
い
世
代
の
方
々
、
総
勢
27
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
も
、
前
回
と
同
様
に
、

遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
（
岩
手
県
遠
野
市
）

に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
９
月
25
日
の
朝
、
バ
ス
で
大
口
町
健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
12
時
間
か
け
て
遠

野
市
の
宿
泊
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
次
の
日
か
ら
行
い
、

26
日
、
27
日
の
２
日
間
、
陸
前
高
田
市
・
釜

石
市
で
活
動
を
し
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、

重
機
で
ガ
レ
キ
を
撤
去
し
た
後
の
小
さ
な
ガ

レ
キ
拾
い
、
家
屋
の
整
理
、
側
溝
作
り
・
泥

だ
し
等
で
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
へ
向
か
う

バ
ス
の
車
内
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
先
の

震
災
直
後
か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
状
態
を
担

当
の
方
が
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
悲
惨
な
状

況
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
、
「
震
災
の
怖
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
、
防
災
・
減
災
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
り
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
被
災
地

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
た
の
も
、
寄
付

を
い
た
だ
い
た
企
業
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
物
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

　
車
い
す
シ
ェ
フ
の
料
理
教
室
　
第
２
回
を

10
月
29
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
楽
し
い
休
日
の
お
も
て
な
し

料
理
」
と
題
し
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
親

子
で
参
加
さ
れ
た
方
や
車
い
す
で
参
加
さ
れ

た
方
も
お
見
え
で
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
、

「
雰
囲
気
も
よ
く
、
講
師
の
方
も
面
白
く
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」、「
家
で
も
実
践

し
て
み
ま
す
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
大
変
好
評
で
し
た
。
最
終
回
の
12
月
10

日
（
土
）
も
楽
し
み
で
す
。 

▼
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　
　
　
　
　
養
成
講
座
開
講
 
▼
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
 

▼
障
が
い
者
能
力
活
用
支
援
事
業
 

　
車
い
す
シ
ェ
フ
の
料
理
教
室
 



社協だより（1月号） 11　 

滋賀県彦根での全体写真 

丹羽ライオンズクラブの 
東日本復興支援事業「東北物産展」 

 

要約筆記体験コーナー 

みんなで楽しく競技しました 

    

　
10
月
31
日
（
月
）
、
近
江
・
彦
根
へ
参
加

者
20
名
と
と
も
に
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
在
住
の
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
（
内
部
疾
患
を
除
く
）
を
お
持
ち

の
方
々
を
対
象
に
し
た
旅
行
で
、
リ
フ
ト
バ

ス
を
使
用
し
障
が
い
者
の
外
出
を
支
援
す
る

目
的
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
彦

根
城
下
に
あ
る
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ロ
ー
ド
を

散
策
し
秋
の
近
江
路
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

    

　
11
月
５
日
（
土
）
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
２

０
１
１
」
で
毎
年
恒
例
の
「
ふ
く
し
わ
く
わ

く
ラ
ン
ド
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
福
祉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
や
ゲ
ー
ム
に
加
え
て
、
今
年
は
、
丹
羽
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
事
業
の
東
北
地
方
の
物
産
展
、
岩
手

県
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
、
例
年
以
上
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企

画
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

　
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
６
つ
の
福

祉
ブ
ー
ス
（
要
約
筆
記
ス
マ
イ
ル
大
口
・
大

口
町
手
話
サ
ー
ク
ル
コ
ス
モ
ス
・
高
齢
者
擬

似
体
験
　
う
さ
ぎ
と
か
め
、
Ｄ
・
サ
ポ
ー
ト

丹
羽
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
ま
わ

っ
た
後
の
豪
華
三
角
ク
ジ
も
大
盛
況
で
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館
さ
く
ら
、

お
も
ち
ゃ
病
院
大
口
の
コ
ー
ナ
ー
も
趣
向
を

凝
ら
し
た
内
容
で
例
年
以
上
に
忙
し
く
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
大
口
中
学
校
の
皆
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
、
午
後
か
ら
の

あ
い
に
く
の
雨
の
中
も
し
っ
か
り
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

    

　
11
月
12
日
（
土
）
丹
羽
郡
社
会
福
祉
協
議

会
（
今
年
度
は
扶
桑
町
社
協
が
事
務
局
）
主

催
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
扶
桑
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
心
配
さ
れ
た
降
雨
も

な
く
、
丹
羽
郡
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
身
障
協
会
、

子
ど
も
会
、
総
勢
２
２
４
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
混

成
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
お
互
い
に
励

ま
し
あ
い
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
中
で
、
他

年
齢
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

▼
在
宅
重
度
身
体
障
が
い
者 

　
　
　
　
日
帰
り
旅
行
開
催 

▼
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
２
０
１
１ 

　
　
ふ
く
し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
開
催 

▼
丹
羽
郡
社
会
福
祉
協
議
会
主
催 

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 
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11
月
19
日
（
土
）
今
年
で
23
回
目
と
な
る

「
大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
」
が
、
大
口
町
健

康
文
化
セ
ン
タ
ー
４
階
・
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル

で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
森
大
口
町
長
を
は
じ
め
、
町
議

会
議
長
　
倉
知
敏
美
様
、
町
議
会
文
教
福
祉

常
任
委
員
の
皆
様
、
福
祉
関
係
者
の
ご
出
席

の
も
と
、
町
金
婚
表
彰
・
町
長
感
謝
・
社
協

会
長
表
彰
及
び
感
謝
の
授
与
と
引
き
続
き
、

厚
生
労
働
大
臣
及
び
愛
知
県
社
会
福
祉
大
会

の
受
賞
者
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
は
、
映
画
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

を
上
映
。
今
を
懸
命
に
生
き
る
盲
導
犬
の
ま

っ
す
ぐ
な
愛
の
物
語
を
、
参
会
の
皆
様
に
ご

鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　 
 

　
【
母
子
寡
婦
福
祉
会
】 

 

★
秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催 

　
10
月
18
日
（
火
）
会
員
相
互
の
親
睦
と
交

流
を
目
的
に
伊
勢
神
宮
お
か
げ
横
丁
に
日
帰

り
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
当
日
は
30
名
の
参
加
が
あ
り
、
お
か
げ
横

丁
で
は
楽
し
く
散
策
、
昼
食
は
豪
華
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

　
　 

 

★
西
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

テ
ー
マ

テ
ー
マ
「
交
流
か
ら
は
じ
ま
る
つ
な
が
り
」 

　
　
〜
出
会
い
の
場
を
広
げ
よ
う
〜 

 

■
日
時

■
日
時
　
平
成
24
年
３
月
４
日
（
日
） 

■
場
所

■
場
所
　
愛
西
市
佐
織
公
民
館 

　
　
　
　（
愛
西
市
諏
訪
町
郷
西
４
５
６
―
１
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
00
分
か
ら 

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分 

 

■
参
加
費

■
参
加
費
　
無
料 

＊
参
加
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い 

  

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
在
住
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
方
で
大
口
町
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
、
今
春
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
等
卒
業
予
定
の
お
子
さ
ん
が

お
み
え
に
な
る
世
帯
に
対
し
卒
業
と
新
た
な

門
出
を
祝
し
て
お
祝
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。 

 

■
対
象
者

■
対
象
者
　
大
口
町
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
今
春
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
等
卒
業
予
定

の
お
子
さ
ん
が
お
み
え
に
な
る

世
帯 

■
内
　
容

■
内
　
容
　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
一
名
に

つ
き
お
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
。 

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
３

千
円
、
中
学
校
５
千
円 

■
手
続
き

手
続
き
　
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
お
い

て
申
請
を
受
付
し
ま
す（
代
理
可
） 

■
期
　
間

■
期
　
間
　
平
成
24
年
２
月
13
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
か
ら
３
月
16
日
（
金
） 

　
　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
） 

■
時
　
間

■
時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分 

　
（
時
間
等
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
相
談
可
）

■
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

■
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の 

　
＊
印
鑑
・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証 

　
　
又
は
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証 

　
　
た
だ
し
代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
の
方

が
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等
） 

 

■
問
合
せ
先

■
問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
電
話
　
９
４
―
０
０
６
０ 

  

【
町
金
婚
表
彰
状
】 

　
16
組
の
ご
夫
妻
が
受
賞 

【
町
長
感
謝
状
】
（
３
団
体
・
２
名
） 

　
ユ
ニ
ー
株
式
会
社 

　
�
小
さ
な
善
意
と
大
き
な
愛
の
輪
� 

　
　
　
　
　
　
　
運
動
推
進
本
部
　
　
様 

　
丸
周
建
設
株
式
会
社
　
様 

　
山
幸
建
設
株
式
会
社
　
様 

　
丹
　
羽
　
保
　
　
　
　
様 

　
倉
　
地
　
惠
　
子
　
　
様 

【
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
状
】 

　
野
　
田
　
康
　
一
　
　
様 

　
横
　
江
　
俊
　
和
　
　
様 

　
鈴
　
木
　
し
ず
子
　
　
様 

　
江
　
口
　
典
　
子
　
　
様 

　
水
　
野
　
敏
　
明
　
　
様 

　
山
　
田
　
三
千
雄
　
　
様 

【
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
】 

　
安
　
藤
　
久
　
子
　
　
様 

　
安
　
藤
　
光
　
明
　
　
様 

　
佐
　
藤
　
か
な
め
　
　
様 

　
仙
　
石
　
和
　
瑛
　
　
様 

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】 

　
近
　
藤
　
清
　
子
　
　
様 

【
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
伝
達
】 

　
大
　
森
　
守
　
男
　
　
様 

　
岡
　
田
　
充
　
弘
　
　
様 

　
池
　
田
　
良
　
子
　
　
様 

　
舟
　
橋
　
宣
　
成
　
　
様 

　
今
　
枝
　
良
　
幸
　
　
様 

　
水
　
野
　
清
　
胤
　
　
様 

　
小
　
林
　
民
　
枝
　
　
様 

　
手
　
塚
　
孝
　
之
　
　
様 

福祉のつどい（式典のひとコマ） 

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー 

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー 

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー 

福
祉
団
体
コ
ー
ナ
ー 

ひ
と
り
親
家
庭
お
祝
金
贈
呈
事
業 
▼
第
23
回 

   

大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
開
催 

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま 

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま 
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次の①～⑩の事柄が、自分に当てはまるかどうか答えてください。 

「そうだ」「そうかもしれない」「そんなことはない」の欄のどれかに○をつけてくだ

さい。 

① 二人以上の人が同時に話し始めるとよく聞き取れなくなる 

② 自動車の中での話が、何を言っているのかよく聞き取れない 

③ このごろ、周囲の人がモグモグとはっきりした声で話をしていないように感ずる 

④ 家族や知人などが、補聴器をつけてみたらと考えているようだ 

⑤ 騒音の多い職場やうるさい大きな音のする環境にいる（いたことがある） 

⑥ 相手にもう一度繰り返し言ってほしいと頼んだり、そうでなければ推測して判断する 

⑦ 話し相手の顔を見ているほうが話がよく分かると感ずる 

⑧ テレビ・ドラマの中のセリフがよ聞き取れない 

⑨ 携帯電話の呼び出し音に気が付かないことがある 

⑩ 集会、会議、授業などの場での話の内容が分からなくて困る 

そ
ん
な 

こ
と
は
な
い 

そ
う
か
も 

し
れ
な
い 

そ
う
だ 

①～⑩までの○の数 

上の数字にかけてください 

計 

総　点 

×5　 ×3　 ×1

1・15点以下なら問題なし 

2・30点前後なら耳鼻科で聴力検査の相談をしてみましょう 

3・40点以上なら耳鼻科で補聴器の相談をしてみましょう 

最後に高齢者に分かりやすい話し方 

（補聴器をつけても完壁に聞こえが回復するわけではありませんので、話し方も大切になってき

ます。） 

●細かく区切りすぎず、句読点を目安に間を置いて 

●早口にならず、ゆっくりと自然な抑揚をつけて 

●語尾を曖昧にせず、文末まではっきりと 

●目分の顔を逆光にせず、相手の顔を見て 

●複数の人が同時に話さず、一人ずつ 

●雑音や反響の少ない場所で 

引用　月刊DAY vol.134  P53～P54

⑬ 聞こえの自己評価表 

高齢難聴者に分かりやすい話し方 

聞こえの自己評価表で採点してみましよう。（目安にして下さい） 

『高齢難聴者の聞こえと分かりやすい話し方』　その２
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～安定した生活を図るために～　　　 
生活福祉資金は、他の資金の借り入れが困難な所得の低い世帯や、 

障がい者・高齢の方がいらっしゃる世帯にご利用いただく貸付制度です。 

■ 総合支援資金 ■ 
 

　失業者等、日常生活全般に困難を抱えて

おり、生活の立て直しのために継続的な相

談支援（就労支援、家計指導等）と生活費

及び一時的な資金を必要とし、貸付を行う

ことにより自立が見込まれる世帯への生活

資金 

（１）生活支援費 

　　　生活再建までの間に必要な生活費用 

（２）住宅入居費 

　　　敷金・礼金等賃貸契約を結ぶために

必要な費用 

（３）一時生活再建費 

　　　生活を再建するために一時的に日常

生活費を賄うことが困難である費用 

 

■ 教育支援資金 ■ 
 

（１）教育支援費 

　　　学校教育法に規定する高校、大学又

は高等専門学校に就学するために必

要な経費 

（２）就学支度費 

　　　教育支援費の貸付対象となる学校へ

の入学に必要な経費 

 

■ 不動産担保型生活資金 ■ 
 

　一定の居住用不動産を有し、低所得で65

歳以上の高齢者世帯の方への不動産を担保

とした生活資金 

■ 福祉資金 ■ 

 

（１）福祉費 

　①生業を営むために必要な経費 

　②技能修得に必要な経費及びその期間中

の生計を維持するために必要な経費 

　③住宅の増改築、補修等及び公営住宅の

譲り受けに必要な経費 

　④福祉用具等の購入に必要な経費 

　⑤障害者自動車の購入に必要な経費 

　⑥中国残留邦人等にかかる国民年金保険

料の追納に必要な経費 

　⑦負傷又は疾病の療養に必要な経費及び

その療養期間中の生計を維持するため

に必要な経費 

　⑧介護サービス、障害者サービス等を受

けるために必要な経費及びその期間中

の生計を維持するために必要な経費 

　⑨災害を受けたことにより臨時に必要と

する経費 

　⑩冠婚葬祭に必要な経費 

　⑪住居の移転等、給排水設備等の設置に

必要な経費 

　⑫就職、技能修得等の支度に必要な経費 

　⑬その他日常生活上一時的に必要な経費 

 

（２）緊急小口資金 

　緊急的かつ一時的に、生計の維持が困難

となった場合に必要な経費 

 

 

＊お問い合わせは、９４－００６０（電話）９４－００５９（FAX）までお願いします。 

社会福祉協議会生活福祉資金貸付制度のご案内 社会福祉協議会生活福祉資金貸付制度のご案内 
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